
墾

報：

、
　
桑

華艮

　
　
ゆ
奥
學
研
究
會
・

　
大
會
、
三
年
＋
叫
丹
二
十
二
甘
午
後
一
時
よ
妙
京
都
帝
國
大
回

三
友
會
館
大
講
演
室
に
於
で
開
催
、
、
左
の
二
選
の
講
羅
み
妙
、
其

聡
例
年
の
蜘
ぐ
諦
議
員
の
改
慰
を
行
ふ
た
伊

・
結
滞
時
代
に
於
け
る
上
流
跳
土
分
公
私
生
活
（
大
鱗
書
房
三
三

　
①
研
究
）
　
　
　
・
　
　
　
丈
畢
博
士
　
三
浦
　
周
行
君

本
號
に
掲
載
せ
ら
れ
た
る
を
以
て
略
す
。

　
麻
書
に
見
え
た
る
琉
球
齪
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
士
和
凱
　
溝
需

琉
球
ε
云
ふ
各
が
附
警
に
初
見
す
胤
事
は
三
界
周
知
の
事
賢
で
あ

る
が
そ
れ
が
今
の
河
慮
を
指
し
た
も
の
か
ミ
云
ふ
隠
題
に
至
っ
て

は
鼻
論
百
蹴
、
成
は
今
の
琉
球
に
偲
な
冷
す
ご
し
、
或
ば
今
の
台

灘
に
比
定
す
る
あ
砂
，
更
に
琉
球
盗
難
共
に
包
含
す
る
ざ
主
張
す

る
α
和
田
罠
は
先
に
策
洋
回
報
三
十
麗
奮
鹸
昂
賜
號
に
棄
て
幅
、
琉
球

盗
難
の
各
辮
に
就
い
て
し
ざ
題
し
之
に
勤
す
み
意
見
を
獲
表
さ
れ

　
　
　
　
　
　
策
牽
六
懲
第
一
擁
　
　
一
五
購

た
が
今
度
の
講
演
に
於
て
も
所
読
の
基
礎
ぽ
憂
ら
す
．
夏
に
精
細

に
入
り
立
謹
三
三
八
ケ
條
に
分
ち
回
書
蓬
髪
を
盛
灘
・
こ
見
る
事
の

爪次

�
ﾈ
る
べ
き
を
読
か
れ
た
。
詳
細
は
近
く
歴
史
地
理
誌
上
に
掲

載
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
　
㊥
京
都
働
蟻
大
幣
丈
三
部
史
學
科

　
　
　
満
鮮
族
行
日
記
　
（
上
）

昭
和
謀
年
十
月
十
四
㌫

　
西
購
教
授
虚
業
の
下
に
」
行
…
一
士
二
名
護
群
行
急
行
慰
車
に
乗

堰
、
午
前
八
時
五
十
三
分
京
都
騨
を
三
巴
、
午
後
九
時
四
十
分
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勢

關
騨
着
、
直
ち
に
關
釜
蓮
絡
壷
鐙
。
午
後
＋
時
三
＋
分
碇
を
櫛

捲
い
て
撫
帆
、
愈
々
青
地
を
離
れ
た
。
三
等
霊
室
に
鮮
飛
騨
働
者

が
多
い
。
此
の
暁
天
氣
聴
潮
な
れ
共
浪
高
く
一
行
大
い
に
苦
む

＋
懸
＋
二
肝

　
午
前
八
事
突
兀
た
お
山
々
に
迎
へ
ら
れ
て
釜
山
に
入
港
、
白
衣

の
鮮
人
を
見
る
事
稀
な
り
ご
難
も
、
内
地
に
於
げ
る
＄
異
砂
て
感

ぜ
ら
れ
、
朔
の
陽
光
を
浴
び
て
一
行
の
勇
氣
百
倍
、
聖
夜
の
苦
を

忘
れ
、
果
て
た
や
う
で
あ
る
。

　
釜
財
聖
堂
卑
小
食
堂
に
て
交
々
朝
飯
を
喫
し
、
奉
充
行
列
車
に



乗
込
む
。
所
謂
範
軌
に
て
室
内
雨
期
、
感
じ
好
ぎ
事
昨
夜
の
船
室

の
比
で
な
い
。

　
釜
山
港
上
陸
後
一
時
聞
に
し
て
看
護
。
一
行
は
將
棋
、
ト
ラ
ン

プ
に
興
す
る
者
あ
り
、
窓
外
に
異
郷
の
情
趣
を
求
め
且
談
笑
す
る

者
あ
り
、
天
日
快
明
、
’
季
は
秋
に
し
て
、
今
日
は
日
曜
な
る
故
か

滑
線
に
屡
々
大
國
旗
の
下
に
朝
鮮
兇
童
の
群
集
し
て
嬉
々
た
る
を

見
る
。
帥
ち
陸
上
競
技
會
で
あ
る
。

　
総
督
府
の
造
林
計
謎
も
未
だ
漸
く
其
の
緒
を
終
ん
ミ
す
る
に
止

り
、
林
相
は
立
木
度
還
る
貧
弱
、
而
も
な
ほ
往
時
に
比
し
撒
段
の

進
歩
－
こ
聞
き
て
驚
く
。
年
々
洪
水
に
爾
さ
る
・
覇
鮮
を
改
善
す
る

第
一
歩
は
造
林
事
業
に
あ
る
べ
く
、
此
れ
が
完
成
に
適
適
ざ
る
卸

當
局
の
苦
心
を
瞭
察
し
、
其
の
成
功
を
搾
る
。

　
午
下
列
車
は
秋
風
嶺
騨
に
着
ぐ
。
京
釜
本
野
中
の
最
高
地
に
し

て
察
飛
ぶ
飛
行
機
も
難
所
ぐ
」
す
る
ε
こ
ろ
ミ
。
文
緑
の
役
に
黒
田

長
政
小
早
川
隆
景
の
溺
働
豫
は
此
の
地
に
於
て
門
魔
賢
の
防
職
す

る
を
破
っ
て
清
州
に
出
で
更
に
京
城
に
迫
っ
た
。
列
車
に
給
水
す
，

る
暫
く
の
間
を
哺
行
は
下
車
し
て
秋
風
嶺
の
雄
姿
を
カ
メ
ラ
に
下

め
騨
を
蜷
湿
す
る
。
史
的
働
顧
ミ
麗
麗
的
風
光
に
、
此
の
騨
は
鮮

　
　
　
　
翼
　
　
　
報

内
命
意
中
最
も
印
象
深
き
も
の
ミ
語
合
っ
た
。

　
秋
風
績
よ
り
一
百
哩
、
早
く
も
域
漱
に
着
く
。
日
清
立
役
史
の
第

一
頁
に
置
か
る
べ
き
月
廃
山
、
安
城
渡
も
騨
に
近
い
。
高
麗
の
太

租
王
難
獲
群
の
地
松
都
は
即
ち
今
の
悪
阻
に
重
る
。
願
ぐ
は
饗
ら

鳳
山
河
の
形
勢
な
り
ε
も
見
て
亡
び
し
國
を
偲
ば
ん
ε
思
っ
た
が

眞
の
闇
で
雄
何
ミ
も
し
難
い
。
既
の
あ
た
り
よ
り
一
行
の
多
く
は

寝
肇
車
に
赴
き
、
残
留
組
は
飴
澤
を
蒙
っ
て
長
々
ミ
席
を
取
る
。

十
月
十
三
日

　
列
車
は
朝
霧
の
立
籠
め
た
鴨
線
江
上
を
通
過
す
る
。
千
噸
の
汽

船
を
通
航
せ
し
む
る
ご
癒
せ
ら
る
・
鴨
緑
江
は
満
々
た
る
水
を
湛

へ
て
る
る
が
、
一
箇
月
後
に
は
江
水
凍
結
し
て
四
箇
月
間
人
馬
の

往
來
を
許
す
ミ
聞
き
、
其
の
頃
の
壮
観
を
偲
ぶ
。
鐵
橋
を
渡
り
難

せ
ば
安
東
騨
で
、
’
停
車
四
十
分
間
。
騨
は
小
高
く
位
置
し
、
市
街

は
其
の
下
に
展
開
す
る
。
金
モ
ー
ル
附
の
浮
子
に
折
襟
の
界
マ
ー

ト
な
車
掌
は
一
行
の
儒
に
聡
明
の
勢
を
執
る
。

　
満
洲
ざ
し
言
へ
ば
人
多
く
千
里
の
暖
野
を
想
起
し
、
吾
人
亦
し

か
く
考
へ
た
。
か
、
安
奉
線
百
七
十
哩
一
は
、
奉
天
冠
嗣
撒
十
哩
申
を
除
き

他
は
長
白
山
系
の
由
岳
渓
谷
地
を
通
じ
風
景
随
で
躍
調
な
ら
す
、

　
　
　
　
　
　
盤
耀
十
↓
ハ
谷
　
　
第
一
號
　
　
　
嚇
一
血
五
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奨
　
　
　
　
報

且
つ
沿
線
許
多
の
戦
蹟
は
常
に
黒
影
の
心
を
惹
き
て
寧
所
あ
ら
し
、

め
す
，
安
東
出
獲
以
來
比
較
的
怠
屈
を
壁
え
す
に
単
行
し
、
午
後

一
網
奉
天
に
着
く
。

　
奉
天
仁
前
の
廓
大
な
市
街
は
先
づ
吾
入
の
目
を
奪
ひ
、
次
に
居

並
ぶ
馬
車
に
撒
越
し
た
。
一
行
は
七
輔
の
馬
車
に
分
乗
し
，
族
宿

藩
陽
館
に
寄
り
、
荷
を
置
き
直
ち
に
實
勝
寺
見
墨
に
赴
く
。

　
満
洲
に
於
け
る
他
の
多
く
の
喜
ぐ
」
嗣
じ
く
、
本
寺
も
屋
根
は
低

い
。
黄
色
の
餐
を
以
て
薪
か
れ
た
る
を
以
て
多
く
黄
寺
ミ
呼
ば
れ

皇
寺
、
こ
も
構
す
る
。
本
寺
は
都
城
鎭
護
の
爲
め
崇
徳
年
間
勅
塾
せ

ら
れ
た
る
四
粥
蘇
寺
の
絵
本
山
ミ
言
ふ
べ
く
、
山
門
、
鐘
櫻
、
天

王
殿
鳴
恰
噛
剛
櫻
等
の
結
構
大
な
ら
ざ
る
も
背
乍
ら
に
完
全
す
る

唯
満
洲
名
物
の
黄
塵
は
其
の
全
豹
を
蔽
う
て
梢
不
潔
の
感
あ
る
を

免
れ
ぬ
。
庭
前
に
綱
を
縦
横
に
張
り
，
乾
物
の
如
く
掛
け
ら
れ
た

大
小
の
識
布
は
、
信
者
の
以
て
蓬
命
を
判
断
す
る
も
の
で
あ
る
ミ

俗
侶
に
若
干
金
を
與
へ
て
墨
継
を
舞
観
し
本
寺
を
僻
す
。

　
實
勝
寺
よ
り
約
二
十
五
町
，
郊
外
に
馬
車
を
騙
っ
て
皇
陵
に
詣

づ
。
黄
土
の
太
洋
中
に
浮
ぶ
孤
島
の
如
く
、
灌
木
、
喬
木
の
繁
茂

し
た
大
森
林
に
一
続
ざ
れ
て
、
黄
甕
碧
瓦
の
殿
櫻
が
一
つ
の
別
天

　
　
　
　
　
　
麓
濯
十
山
ハ
巻
　
　
駕
｝
↑
號
　
　
　
一
五
轟
ハ

地
を
な
す
Q
本
陵
は
黒
蓋
八
年
の
築
造
に
か
・
り
、
翌
順
治
元
年
太

宗
を
葬
っ
た
も
の
で
、
陵
域
は
凋
園
二
盤
絵
、
外
壁
九
百
間
、
内

壁
の
高
さ
二
丈
鯨
あ
っ
て
小
城
廓
の
観
が
あ
る
。
入
粧
を
用
ひ
た

ε
の
憾
論
を
秘
め
た
懸
麗
な
牌
縷
を
通
り
，
葡
由
門
に
入
れ
ば
古

松
の
線
濃
き
境
内
で
纏
道
の
伴
い
た
竜
崎
に
種
々
の
石
獣
の
配
さ

れ
た
の
を
見
る
の
次
に
碑
亭
に
達
す
る
内
に
康
煕
帯
の
撰
す
る
所

の
「
昭
陵
聖
徳
紳
功
」
を
漢
満
藤
三
文
を
以
て
刻
し
た
仁
徳
碑
を
建

隠
す
る
。
碑
亭
の
背
後
に
三
麿
穣
を
な
す
隆
恩
…
門
を
入
れ
ば
廟
の

郵
殿
た
る
隆
恩
殿
に
蓬
す
る
、
殿
薗
に
玉
階
あ
り
、
滋
爪
の
龍
を

陽
刻
す
9
西
佃
教
授
外
鍬
名
玉
田
平
立
ち
て
ゆ
メ
ラ
に
入
る
。
玉

階
の
側
方
に
位
置
さ
れ
た
る
香
燃
は
、
珍
し
く
も
大
理
石
造
り
で

其
の
彫
刻
も
亦
頗
る
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
、
隆
趣
意
の
後
方
、

明
棲
に
は
漢
適
満
蒙
三
文
を
以
て
「
太
宗
文
皇
帝
之
陵
砿
－
こ
刻
し
た

碑
が
あ
る
や
翻
ち
墓
櫟
で
あ
る
。
明
櫻
の
裏
側
に
丈
飴
の
石
柱
一

封
が
あ
り
、
、
上
に
置
か
れ
た
庸
獅
子
は
嚴
霊
に
鐵
鎖
を
枷
せ
ら
れ

て
る
る
。
嘗
て
其
れ
が
逃
亡
し
て
探
索
の
束
北
京
に
於
て
獲
見
さ

れ
た
ミ
の
憾
詮
に
基
く
ミ
。

・
隆
恩
殿
を
園
む
壁
上
は
廻
廟
襟
に
造
ら
れ
、
而
も
そ
れ
は
障
壁

（　156　）



ぐ
〕
銃
眼
を
も
ち
嚴
璽
の
構
で
あ
る
。
明
…
櫻
の
奥
に
牟
雀
形
の
壁
を

廻
ら
し
て
圓
墳
が
あ
る
。
師
ち
寝
陵
で
孝
端
文
皇
后
を
合
せ
葬
る

　
我
臼
光
言
相
前
後
し
て
造
瞥
さ
れ
、
而
も
其
の
結
構
肚
麗
な
る

に
至
っ
て
は
、
轟
く
我
を
凌
ぐ
¶
こ
乱
せ
ら
る
・
北
陵
は
、
建
に
清

朝
全
盛
期
の
代
表
的
傑
作
ぐ
」
言
ふ
べ
く
、
今
、
公
園
ご
し
て
保
存

の
遽
を
講
ず
る
ε
、
共
に
、
奉
天
警
士
の
行
樂
地
ミ
し
て
開
放
せ
ら

れ
居
る
は
、
太
宗
皇
帝
に
取
侮
幸
な
る
か
不
幸
な
る
か
、
將
皆
野

一
の
爲
に
興
す
べ
き
か
喜
ぶ
べ
き
か
、
國
艦
の
差
違
を
考
ふ
れ
ば
、

輕
々
に
論
じ
難
い
。

，
北
陵
よ
り
法
輪
寺
に
向
ふ
。
途
次
東
北
大
學
前
を
泄
ぎ
る
。
排

日
古
米
の
大
學
で
、
創
立
の
年
紀
で
あ
ら
う
本
館
正
面
玄
關
の
上

に
大
き
く
一
⑩
S
ミ
西
洋
紀
元
を
以
て
刻
し
た
る
其
の
徹
底
振
は
徒

に
｝
行
の
苦
笑
を
買
っ
た
。

　
．
法
輪
寺
は
四
塔
の
漏
、
過
載
門
外
に
在
っ
て
北
塔
ε
穗
せ
ら
れ

其
の
塔
は
墓
壇
、
塔
身
、
相
輪
の
三
部
か
ら
成
り
、
特
に
右
書
に

ば
翼
壁
彫
の
獅
子
像
が
あ
る
）
法
輪
寺
は
四
暑
中
殊
に
名
高
く
、

（
四
塔
中
働
慈
寺
は
日
露
役
の
兵
焚
に
罹
り
て
焼
失
し
函
｛
）
其
の
陰

陽
合
罷
の
芙
地
回
の
御
開
帳
を
拝
し
て
は
、
如
何
に
學
問
的
研
究

　
　
　
　
　
蘂
　
　
報

ミ
は
雷
へ
、
若
き
一
行
は
些
か
赤
面
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
堂

前
左
右
に
古
木
一
本
降
あ
っ
て
、
枝
の
大
き
く
岐
れ
た
三
股
に
額

を
恭
し
く
載
せ
た
の
を
見
る
。
本
寺
も
屋
根
低
く
、
叉
不
潔
の
鮎

に
於
て
實
勝
寺
ε
同
然
。
而
も
兎
に
角
七
堂
伽
藍
捻
く
る
所
な
く

完
備
し
て
み
る
。
本
陣
に
至
っ
て
は
、
當
世
所
謂
エ
ロ
百
％
な
る

に
而
も
其
れ
が
嚴
粛
な
國
家
嫡
護
の
大
任
を
負
櫓
せ
し
所
に
、
滑

稽
味
芝
問
題
を
含
む
Q

　
赤
羽
將
に
李
原
の
彼
方
に
沈
ま
ん
ミ
す
る
頃
一
行
は
欝
然
し
て

館
路
に
就
く
。
支
那
町
に
入
れ
ば
混
然
雑
踏
し
て
苦
力
の
高
慢
が

喧
し
い
。

　
馬
車
は
｝
飯
鮨
の
前
に
停
る
。
先
叢
黒
田
博
士
等
の
招
宴
で
あ

る
。
黒
田
博
士
の
説
明
附
で
珍
味
佳
肴
に
舌
鼓
を
打
ち
、
圭
客
交

交
健
康
を
親
し
乾
盃
献
酬
し
、
や
が
て
霞
己
紹
介
も
終
り
、
満
洲
瞥

見
談
に
花
を
険
か
せ
て
聖
像
の
後
難
を
閉
ぢ
た
。
犯
行
閣
は
奉
天

到
着
よ
の
膠
嚢
迄
先
輩
諸
氏
の
紗
か
ら
ざ
る
御
配
慮
に
依
っ
て
、

一
溜
に
し
て
而
も
世
羅
愉
快
に
野
漆
を
試
む
る
を
得
た
。
此
の
機

會
に
棄
て
、
自
分
は
血
行
團
一
壷
の
名
に
於
て
深
甚
な
る
謝
意
を

表
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
第
L
T
山
ハ
巻
　
　
第
南
瀞
酬
　
　
・
「
五
・
七

（　157　）



暗

　
　
　
　
　
肇
　
　
　
報
　

　
宴
果
て
，
㌻
｝
、
行
は
夕
刻
亨
一
鍵
し
て
淋
し
ぎ
通
り
を
、
三
々
五
、

々
打
蓮
れ
て
藩
陽
館
ぺ
の
蹄
路
を
辿
っ
た
。
畔
に
午
後
八
亡
命
。

此
の
夜
は
惣
由
行
動
ε
て
、
、
皆
土
産
物
買
入
れ
に
趨
掛
け
た
。
・
－

十
月
十
四
臼

　
今
朝
六
隠
三
十
五
分
室
天
獲
駕
籠
に
赴
く
。
八
畦
四
十
分
撫
順

炭
鑛
中
央
事
務
所
に
餌
り
屋
上
よ
り
炭
鑛
の
全
域
を
望
見
し
説
明

を
聞
く
ρ

　
撫
願
炭
鑛
の
獲
見
は
記
録
の
徴
す
べ
き
も
の
な
く
、
一
落
年
代
は

未
詳
な
る
も
、
各
所
に
獲
掘
さ
る
Σ
陶
器
製
造
窟
、
古
銭
又
は
陶

器
の
破
片
及
び
臼
碑
等
に
墓
き
、
凡
そ
七
百
年
蘭
高
麗
入
に
依
っ

て
陶
器
製
造
の
燃
料
－
こ
し
て
探
勝
せ
ら
れ
た
る
も
の
ミ
云
は
れ
ゐ

　
・
後
高
麗
人
は
後
退
し
、
清
朝
に
及
ん
．
で
ゆ
乾
隆
年
間
此
地
が
北

．
陵
東
陵
に
近
く
、
石
炭
の
探
掘
は
風
水
に
害
あ
り
ミ
の
迷
信
で
嚴

禁
さ
れ
た
。
光
綴
二
十
七
年
に
此
の
迷
信
か
ら
脱
し
、
楽
聖
公
許

せ
ら
れ
て
支
那
入
に
依
り
事
業
が
興
さ
れ
た
。
照
隠
暴
露
者
の
学

籍
を
代
ふ
る
事
三
度
西
介
や
我
三
脚
の
噸
事
業
ミ
し
て
此
を
纏
回

し
、
、
盆
々
盛
大
に
赴
き
つ
・
あ
る
。
’

　
埋
炭
量
の
豊
寓
な
る
千
金
塞
の
上
に
市
街
を
建
設
し
、
後
に
其

　
　
　
　
　
　
筑
や
六
轡
第
｝
雛
　
　
一
五
八

の
大
な
る
埋
炭
量
を
知
り
、
折
角
完
成
せ
し
市
街
を
露
天
掘
の
た

め
に
破
壌
し
、
支
那
町
を
残
し
て
臥
本
人
街
は
小
宮
屯
、
山
階
子

方
面
に
移
動
す
る
隔
こ
い
ふ
が
如
き
悲
喜
劇
の
演
ぜ
ら
．
れ
て
る
る
の

も
三
三
都
市
に
相
回
し
じ
。
　
　
　
　
　
・
、
－

午
前
九
時
＋
分
、
事
務
所
を
辮
し
て
葛
城
予
露
天
探
炭
所
に
行

く
。
此
の
探
忍
所
は
規
模
最
大
で
、
溶
銑
夏
に
三
倍
に
籏
張
す
る

二
四
あ
る
も
、
現
在
既
に
一
日
一
萬
噸
を
探
回
し
う
全
坑
嵩
炭
の

孚
を
占
む
る
由
。
元
は
此
の
上
に
支
那
町
の
在
り
し
を
大
正
六
年

買
捺
し
↓
町
を
破
悪
し
て
獲
掘
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
く
㌔

　
十
号
二
十
分
空
音
を
辞
し
て
油
母
頁
岩
採
油
工
揚
に
行
《
。
油

嫌
頁
岩
は
漁
協
炭
田
の
主
要
炭
麿
を
被
覆
し
、
一
二
〇
米
乃
至
鴨

脚
〇
米
の
厚
様
を
な
し
て
存
在
し
、
埋
零
露
實
に
五
十
四
億
噸
電
こ

堕
せ
ら
る
。
本
工
揚
の
内
密
式
純
樋
里
式
乾
溜
法
は
木
村
技
師

（
現
九
大
教
授
）
の
獲
明
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
庭
理
さ
れ
て
生
漆

す
な
品
量
は
、
・
第
一
算
計
叢
に
撃
て
次
の
窪
く
で
あ
る
ε
。
　
　
・

重
油
納
六
萬
九
千
噸
ひ
粗
パ
ラ
ラ
イ
ン
約
九
千
顧
’

　
硫
安
　
約
一
萬
八
千
顧
　
　
‘
髄
：
：
　
炭
∵
約
五
千
顧
レ

　
午
前
十
繭
時
本
工
場
を
隣
去
む
、
騨
に
向
つ
た
ゆ
因
み
に
西
田

■

（遡）



数
授
初
め
撒
氏
は
露
天
掘
事
務
所
に
嚢
掘
土
器
古
銭
の
調
査
に
赴

か
れ
て
、
本
工
場
に
は
禰
行
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
奉
天
趣
着
。

　
撫
順
よ
り
奉
天
に
飾
着
し
た
一
行
は
、
直
ち
に
市
内
見
學
を
試

み
、
先
づ
三
三
公
所
に
赴
く
。
本
公
所
は
満
鐡
の
外
交
蹴
球
ε
し

て
支
那
側
ε
の
圃
切
の
交
渉
に
當
る
。
案
内
さ
れ
て
階
土
に
上
れ

ば
、
張
作
当
氏
二
十
九
歳
の
折
馬
賊
よ
り
蹄
令
し
て
巡
防
中
前
螢

統
領
ミ
し
て
任
ぜ
ら
れ
た
る
際
の
寵
念
爲
眞
が
あ
る
。
墨
良
氏
折

々
來
っ
て
此
れ
に
接
し
増
穂
父
を
偲
ぶ
ε
。
屋
上
パ
ル
コ
r
ニ
ー
に

出
る
つ
公
所
に
隣
接
し
て
奉
天
青
年
會
館
が
あ
る
。
折
々
此
塵
で

掛
日
愛
読
あ
る
由
、
公
所
の
薗
方
に
鐸
ゆ
る
大
洋
風
建
築
は
、
　
一

世
の
奇
傑
張
作
霧
氏
逝
い
た
後
御
曹
子
躍
良
氏
が
部
下
楊
宇
廷
氏

を
自
ら
謙
殺
し
た
所
で
あ
る
。
楊
氏
は
親
日
家
ε
し
て
、
叉
作
綜

氏
部
下
筆
頭
ミ
し
て
重
き
を
な
し
、
作
霧
氏
適
正
後
の
彼
は
，
墨

良
氏
に
話
し
陽
に
囲
障
の
風
あ
り
、
殊
に
楊
氏
伏
工
の
数
日
前
章

の
父
の
誕
焦
飯
が
あ
っ
た
が
、
其
れ
に
盤
す
る
奉
天
人
士
の
贈
物

は
、
、
作
罧
氏
以
上
の
も
の
が
あ
っ
た
。
か
ね
て
側
近
に
聞
い
て
疑

を
抱
い
た
學
良
農
は
、
試
走
の
實
際
を
見
る
に
及
び
、
其
の
先
考

　
　
　
　
藁
　
　
　
報

の
威
望
早
く
も
楊
氏
に
移
る
を
知
り
、
彼
に
封
ず
る
殺
意
を
生
ぜ

し
も
の
な
ら
ん
ミ
。
此
の
殺
害
事
件
後
墨
良
質
の
威
望
は
一
躍
昂

騰
し
今
や
勢
威
満
洲
を
出
で
Σ
中
原
に
普
き
は
日
常
の
新
聞
紙
上

入
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
本
所
で
茶
の
饗
慮
を
受
け
て
，
後
宮

殿
及
文
楼
閣
の
兇
暴
に
馬
車
を
騙
る
。

　
宮
殿
は
清
の
太
租
及
太
宗
の
宮
室
で
、
累
徳
二
年
夏
建
造
に
係

る
。
大
盛
三
睡
劃
し
て
中
央
に
大
内
富
閥
、
東
西
に
夫
々
大
政
殿

文
湖
閣
が
あ
る
。
　
　
行
は
先
づ
中
央
の
大
内
宮
闘
に
行
く
◎
入
口

に
博
物
館
ミ
書
い
た
看
板
が
あ
る
。
順
治
帝
は
何
位
の
年
北
京
に

遷
都
し
、
其
の
後
宮
殿
の
修
理
は
北
京
内
務
府
の
管
裳
に
属
し
、

康
一
十
…
年
重
修
し
爾
心
慮
修
の
箇
所
あ
れ
ば
該
府
よ
り
工
部
に

移
牒
し
、
吉
日
を
選
び
て
修
理
す
る
の
制
が
あ
っ
た
が
、
道
光
帝

の
巡
幸
以
後
復
た
天
子
の
東
遷
な
く
、
曾
て
修
理
怠
慶
し
今
は
見

る
影
も
な
い
σ
正
画
の
粗
塗
な
逆
茂
木
を
見
て
吾
入
は
先
づ
黙
想

を
裏
切
ら
れ
て
一
驚
を
喫
し
た
。
大
樹
門
は
閉
ぢ
ら
れ
、
一
行
は

傍
の
通
用
門
よ
り
身
を
屈
し
て
入
る
。
（
表
敬
に
罪
す
、
門
の
低
き

故
な
り
）
此
の
一
廓
は
馬
東
に
飛
龍
閣
、
西
に
翔
鳳
閣
，
正
面
に

崇
笹
笛
が
あ
る
。
前
二
者
は
共
に
嘗
て
文
武
大
宮
の
溜
た
り
し
所

　
　
　
　
　
　
第
十
・
山
ハ
雀
　
　
第
扁
臨
観
　
　
　
一
玉
九

（　li’，9　）



　
　
　
　
禦
　
　
　
蝦

で
、
後
者
旧
邸
ち
正
澱
で
，
北
京
遷
都
後
も
悪
罵
奉
天
行
幸
の
度

鷲
朝
儀
を
行
つ
距
、
こ
云
ふ
9
崇
政
殿
を
始
め
何
れ
も
錠
を
掛
け
、
r

開
燦
を
…
添
書
れ
ぬ
駕
唯
外
部
ま
噂
隙
見
す
る
に
止
っ
た
が
、
、
」
崇
政

澱
約
中
央
の
玉
蔑
は
、
錠
孔
か
ち
覗
炉
嚢
【
斑
を
以
て
む
て
も
↓

雄
擁
を
極
あ
た
も
の
で
あ
っ
菟
搬
前
の
右
に
日
掻
、
左
に
嘉
燈

が
あ
み
。
∵
三
三
鍛
の
後
に
月
華
縷
、
霞
縞
櫻
あ
の
、
前
者
は
王
子

後
髪
は
皇
女
の
各
凄
勤
墨
所
た
り
し
析
で
東
顯
に
謂
饗
し
て
み
る

三
三
敬
搬
の
北
側
に
三
三
膓
及
食
堂
た
り
し
師
善
齊
、
協
申
齊
が

あ
り
、
興
の
正
面
に
は
三
層
の
鳳
鳳
縷
が
立
ち
、
此
の
背
後
に
回

持
皇
帯
の
便
殿
た
り
し
清
刷
宮
が
あ
り
，
寅
に
其
の
西
に
算
筆
，
－

悪
態
の
各
誌
ガ
あ
る
。
此
簿
は
皇
后
一
眠
子
女
の
居
所
、
し
傳
へ
ら

れ
る
ゆ

　
吹
に
、
、
隙
覗
み
た
所
で
隔
正
確
を
融
く
が
，
各
宮
内
に
保
存
さ

る
、
所
の
品
名
を
列
墾
す
る
。
‘

『
協
中
業
（
第
捌
陳
列
峯
の
懸
板
あ
り
。
博
物
館
習
慣
の
も
の

　
「
か
）
・
歴
代
皇
帝
，
皇
后
の
御
影
、
及
炭
筆
類
。

｝
、
清
井
宮
（
看
板
第
硫
隙
列
室
）
御
影
、
陶
器
、
机
等

一
、
麟
趾
宮
ハ
藤
色
陳
列
室
）
鐙
、
’
胃
隔
弓
箭
等
武
器
類
一
般
。
一

　
　
　
　
　
　
餓
翌
丁
（
ハ
巷
　
　
櫨
馴
一
　
號
」
　
　
一
轟
ハ
○

．
「
、
街
慶
宮
（
露
頭
陳
列
室
）
御
影
。

崇
敢
殿
以
外
は
ガ
ラ
ス
懸
子
戸
で
見
塾
比
較
的
容
易
で
あ
っ
た
9

冬
陳
鋼
蜜
に
は
禁
止
動
手
、
照
嫁
、
吸
捌
の
蔓
忍
が
寛
溝
あ
る
。

爾
第
捌
坊
刻
単
離
鷲
一
分
の
小
石
雛
か
あ
る
つ
其
の
銘
に
堅
く
。

　
承
奉
郎
等
責
徳
洲
観
察
勃
宜
強
大
理
剃
直
司
緋
魚
袋
孫
。

　
瀾
泰
電
年
歳
次
戊
午

（
思
妻
の
邊
が
無
か
っ
た
故
、
此
の
銘
に
讃
違
ひ
を
生
b
て
る
る

か
も
知
れ
な
い
）

　
次
に
博
物
館
（
廓
ち
大
内
面
謝
）
の
悩
に
隣
接
す
る
文
湖
閣
の
一

劃
を
児
學
す
み
。
文
醐
閣
は
此
の
一
難
の
最
奥
部
に
在
る
。
此
の

一
剣
の
入
口
墜
ち
正
門
に
は
遼
寧
寝
敏
賢
妻
の
看
板
－
こ
、
斯
丈
狂

藪
の
旧
記
を
掛
け
て
あ
る
つ
此
の
一
三
の
建
築
物
は
丈
湖
閣
を
除

き
て
概
ね
李
崖
で
、
彩
色
及
彫
刻
共
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
る
に

拘
は
ら
す
其
の
内
部
は
全
く
三
三
恐
い
ふ
の
外
は
な
い
。

・
小
門
を
通
過
す
る
こ
ミ
爾
三
度
し
て
文
難
燃
に
蓬
す
る
ゆ
正
面
、

上
部
に
文
湖
閣
ミ
漢
満
州
丈
で
大
書
さ
れ
た
薦
額
を
掲
げ
た
三
三

楼
の
外
形
は
、
決
し
て
入
の
想
像
す
る
程
大
で
は
な
い
。

、
、
照
庫
全
書
六
七
霊
二
函
は
民
國
三
年
北
京
に
移
藏
さ
れ
た
曳
こ
の

（　160　）



み
聞
傭
っ
て
み
た
吾
人
は
、
今
其
の
歪
巻
を
飼
前
迄
し
て
驚
喜
謎

嘆
ず
る
の
み
で
あ
っ
売
。
禰
も
室
内
に
は
楠
製
書
函
の
薫
香
が
籠

め
て
更
に
吾
人
を
し
て
粛
然
襟
を
正
さ
し
め
た
。
へ

　
書
籍
慧
、
其
の
第
一
枚
表
に
「
欽
定
単
名
全
書
考
謹
」
ミ
右
土
に

害
し
」
．
行
を
改
め
て
「
巻
三
纒
部
」
一
一
例
一
ざ
書
い
て
あ
る
。
而

し
て
中
歯
上
部
に
二
方
三
寸
五
分
（
或
は
四
寸
か
）
「
文
事
閣
蜜
レ
の

誓
文
を
有
す
る
朱
点
を
捺
し
て
あ
る
。

　
薫
蒸
閣
の
左
側
起
「
御
製
文
蕪
蜂
碑
」
一
等
が
苦
る
。
表
は
漢
語

爾
文
で
誌
さ
れ
、
乾
隆
四
十
七
年
五
月
の
建
立
に
係
る
。
其
の
裏

弼
に
漢
文
の
み
の
「
宋
孝
宗
論
」
を
刻
し
、
時
間
に
澱
裕
な
き
染
め

全
文
を
通
讃
す
る
逞
は
無
か
っ
た
が
、
宋
諸
宗
の
孝
を
評
し
、
更

に
高
東
2
の
孝
を
賛
し
て
曰
く
。

　
爾
塵
各
立
碑
誌
之
以
示
天
子
之
孝
當
以
不
失
祖
業
爲
無
煙
承
観

　
養
煮
繭
不
在
遊
虫
玩
景
之
小
節
也
。
云
々
。
　
・

午
後
三
時
四
十
分
本
血
書
纏
を
愛
し
て
四
面
街
な
み
柔
順
綜
房
綱

織
布
鰹
に
馬
車
を
購
る
。
奉
天
に
於
け
る
三
越
ミ
言
．
訟
可
く
、
廼

築
島
洋
風
で
あ
る
漕
屋
上
よ
、
り
城
内
は
…
望
の
｝
に
在
り
、
内
外

城
壁
は
三
々
ミ
し
て
入
家
稠
密
な
る
市
街
を
圃
続
し
、
外
は
直
ち

　
　
　
　
獲
　
　
　
報

に
黄
土
の
悔
で
全
く
接
績
都
市
さ
い
ふ
べ
歯
も
の
を
見
な
い
。

　
一
行
は
本
店
に
て
眺
望
を
恣
に
し
、
土
産
物
を
購
ひ
、
午
後
六

時
旧
館
に
鱗
る
。
夕
食
後
自
由
行
動
を
取
り
、
十
時
三
十
分
迄
に
．

奉
天
心
に
集
含
す
る
事
ミ
な
っ
た
e
〔
谷
口
〕

　
　
璽
鯛
　
史
　
愈

　
例
曹
　
咋
年
九
月
二
十
六
口
午
後
六
時
三
十
分
よ
の
京
大
下
学

會
館
階
上
第
一
號
室
に
於
て
開
會
．
、
三
浦
教
授
中
村
助
酒
蒸
以
下

擁
す
る
者
三
十
三
名
。
左
の
研
究
叢
表
あ
り
て
午
後
十
時
盛
會
羅

に
散
會
っ

　
三
井
の
末
寺
一
乗
寺
に
就
い
て
　
こ
学
生
　
編
尾
猛
市
郎
鴬

　
維
新
前
後
の
思
想
史
の
研
究
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
塵
壬
　
徳
重
　
淺
吉
君

　
明
治
初
年
に
於
け
る
法
制
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
躍
博
士
　
三
浦
　
澗
行
君

　
例
禽
圓
　
十
一
日
〃
十
四
臼
午
後
六
時
牛
よ
り
轍
塞
友
余
日
館
紳
昂
一
號
蜜
漁

に
於
て
前
野
。
三
浦
教
授
一
大
塚
講
師
其
他
謝
す
る
者
二
十
名
。

左
「
の
研
究
獲
表
あ
り
て
後
礫
史
會
二
＋
周
年
記
念
大
會
の
打
合
せ

あ
り
。
午
後
十
時
四
十
分
散
會
。

　
　
　
　
　
　
第
十
ふ
ハ
巻
　
　
櫨
叩
…
r
號
　
　
　
｝
六
憎
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．
藁
　
　
　
報

　
建
武
以
來
追
加
の
年
代
考
　
　
　
…
胤
回
生
　
赤
松
　
俊
秀
君

　
醤
道
の
上
よ
り
見
た
る
國
墨
者
谷
川
士
清
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謙
語
博
士
　
加
藤
　
竹
男
君

　
英
人
の
ア
イ
ヌ
墳
墓
獲
掘
の
一
件
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
文
學
士
　
大
塚
　
武
松
君

　
廿
周
年
記
念
大
群
　
十
一
月
廿
九
日
京
大
樂
友
竪
笛
に
於
て
，

正
午
開
場
、
午
後
一
時
よ
り
講
演
會
．
公
開
。
聴
衆
四
〇
〇
名
。

　
　
　
　
一
、
講
　
　
　
裂

開
會
の
辮

封
戸
の
攣
離
婁
の
業
史
漱
讐

東
廻
海
難
に
就
い
て
　
　
　
　
文
學
士

傳
毒
見
議
法
の
一
勧
　
　
　
　
　
文
藥
士

公
家
文
物
よ
り
見
た
癒
永
前
後

鰻
島
講
読
　
　
　
　
　
　
　
文
墨
博
士

明
治
の
動
き
　
　
　
　
　
　
文
學
薄
命

閉
會
の
酢

　
　
　
二
、
史
料
展
撫

肩　　中　　受箱　牧　 谷

野村田　　　口

忠
夫
飛

健
二
君

良
一
君

直
勝
君

秀
穂
君

西
田
直
二
郎
君

三
浦
　
周
行
君

谷
口
　
忠
夫
君

三
浦
敏
授
蒐
集
さ
る
、
漸
の
貴
重
史
料
百
六
十
四
黙
の
展
観
あ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
谷
　
　
第
｝
號
　
　
　
一
山
ハ
ニ

り
。
何
れ
も
墨
界
の
両
三
ミ
梅
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
特
に
減

意
さ
る
べ
き
も
の
若
干
を
掲
げ
る
ゆ

　
第
一
部
　
法
制
史
料
四
七
黙
中
、
律
令
以
下
御
成
欺
式
臼
等
の

古
爲
本
、
從
來
僅
か
三
箇
條
を
傳
ふ
る
に
止
ま
り
し
慕
緑
元
年
の

新
制
三
十
六
條
の
殆
さ
全
部
を
牧
録
せ
し
「
新
編
追
加
」
御
成
敗
式

目
最
古
の
註
覚
書
た
る
「
御
成
敗
式
目
唯
浮
裏
書
」
及
近
世
に
於
て

は
徳
川
幕
府
評
定
所
の
「
御
仕
置
例
類
集
」
等
が
あ
る
。

　
第
二
部
　
國
史
史
料
は
記
録
丈
書
筆
蹟
緯
鰯
等
七
三
鰍
…
り
副
本

な
き
「
甲
高
法
親
王
御
記
」
「
大
館
持
鍔
行
懸
」
を
始
め
實
朝
、
秀
吉

の
弔
歌
、
田
付
流
砲
術
傳
警
等
の
貴
重
な
文
書
記
録
が
多
い
。

　
第
三
部
　
朝
鮮
史
料
二
〇
瓢
中
に
於
て
、
「
野
暮
版
大
廻
経
」
の

「
喩
伽
師
高
論
」
「
一
切
縄
昔
義
」
を
初
め
「
鄭
元
肥
自
筆
登
記
」
「
修

信
使
海
門
秀
日
記
」
、
「
日
本
古
蹟
」
鴬
野
に
注
目
さ
れ
た
。

　
第
四
部
　
南
米
史
料
二
四
鮎
は
敏
授
洋
行
中
の
蒐
集
に
係
り
我

國
に
於
け
る
唯
一
の
存
在
た
る
パ
ピ
ル
ス
の
論
書
を
初
め
、
桃
由

時
代
よ
り
徳
川
時
代
に
及
ぶ
外
國
文
書
数
黙
及
び
日
本
塩
煎
の
欺

米
叛
書
籍
二
十
鮎
殊
に
耶
蘇
會
開
係
の
も
の
に
稀
書
が
多
い
。

　
　
　
　
三
，
晩
餐
會
　
　
滲
前
者
四
十
八
名
　
　
　
　
r
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講
演
三
三
直
ち
に
三
浦
教
授
渡
支
帯
別
を
兼
ね
で
開
會
。
席
∵
上

今
回
記
念
事
業
の
憎
芝
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
旧
史
會
菅
周
年
史
」
を

頒
ち
、
同
じ
く
會
員
の
醗
出
に
な
っ
た
二
尉
云
云
資
金
を
大
學
へ

寄
附
し
た
経
過
の
報
告
あ
り
。
三
浦
教
授
の
嚢
聲
で
讃
史
會
萬
歳

を
三
唱
し
、
叉
西
田
敏
授
の
提
議
で
三
浦
敏
授
の
健
康
を
祇
し
て

各
乾
盃
の
後
會
員
一
詞
交
々
起
っ
て
感
想
を
述
べ
、
師
弟
先
鞭
後

生
共
に
漱
を
黙
し
て
意
義
あ
る
大
會
を
畢
つ
た
。
時
に
十
嚇
時
。

　
　
⑳
東
洋
史
談
話
會

樂
友
會
館
第
一
茶
室
に
於
て
開
會
。
左
の
講
演
あ
り
。

第
十
三
回
　
九
月
世
九
日
（
月
）
午
後
六
時

　
明
代
の
建
州
女
直
に
就
い
て
　
　
　
　
　
　
鴛
淵
　
　
一
氏

　
唐
の
長
安
の
都
市
計
謹
に
就
い
て
　
・
　
那
波
利
貞
氏
・

籠
〃
十
閲
囲
回
、
十
隣
月
二
十
七
日
（
月
）
午
後
六
時
傘

　
笑
話
旧
約
に
つ
い
て
の
小
研
究
　
　
　
　
宇
都
宮
清
吉
氏

　
爾
漢
律
令
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
小
川
　
茂
樹
氏

　
満
面
貴
行
談
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
藤
　
戊
申
氏

篤
〃
十
・
五
回
　
　
・
†
扁
日
月
二
十
五
日
（
火
）
午
後
六
時
心
＋

　
突
厭
の
巫
軌
　
　
・
、
　
　
匡
　
　
　
　
　
　
内
田
　
吟
風
氏
・

　
　
　
　
藁
　
　
　
報

　
満
洲
に
於
け
る
高
勾
麗
山
城
の
遽
跡
の
配
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
地
　
得
三
玩

　
コ
ズ
ロ
フ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
　
　
　
石
灰
純
太
郎
氏

　
　
⑭
西
洋
史
讃
書
會

　
例
A
留
　
九
月
二
十
五
日
午
後
六
時
よ
の
・
樂
漏
久
岩
館
に
開
く
O
來

會
者
二
十
名
。

　
此
度
，
論
外
よ
り
無
事
御
蹄
朝
の
原
銭
蔵
先
生
の
歓
迎
會
を
催

す
、
時
に
御
滞
洛
中
の
大
類
先
生
の
御
出
席
を
仰
ぐ
。
時
野
谷
先

生
よ
り
「
我
西
洋
史
科
に
は
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
曙
光
表
は
る
」
S
の

御
言
葉
が
あ
っ
た
。
別
室
で
次
の
御
話
を
聞
き
漱
談
後
九
時
牟
散

會
。　

ギ
リ
シ
、
や
の
古
陶
器
、
、
　
　
　
　
　
　
　
原
　
薬
園
君

　
例
禽
旧
　
十
月
一
二
十
一
日
か
†
後
六
時
牛
よ
り
煽
業
友
會
館
に
關
四
く
。

來
虚
者
十
七
名
、
漱
談
大
い
に
興
り
、
爪
甲
十
時
牟
。

・
十
六
世
紀
に
於
け
る
中
産
階
級
の
傾
向
　
　
清
水
　
巖
需

　
じ
d
霞
｝
∴
臼
｝
δ
H
舅
琶
8
0
h
国
毎
8
0
ξ
跨
。
切
髪
冨
号
野
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
成
高
君

　
例
魯
　
十
一
月
二
十
扁
日
午
後
六
時
牟
よ
り
三
友
會
館
に
開
ぐ

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
谷
　
　
第
一
號
　
　
　
一
山
ハ
三
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藁
　
　
　
報

來
會
者
十
七
名
。
し
か
も
時
、
史
學
研
究
會
大
饗
の
前
夜
ミ
て
地

方
よ
．
り
先
叢
ψ
ぜ
迎
へ
、
大
い
に
歌
献
す
峯
散
禽
臼
十
・
時
牟
。

　
中
世
猫
逸
皇
帝
傳
説
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
見
　
高
年
震

　
原
仙
畑
ボ
、
リ
シ
ヤ
【
氏
鹸
贋
ぺ
構
フ
ス
ゴ
イ
に
就
い
一
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
原
　
好
人
君

　
　
⑳
明
治
史
研
究
會

　
第
骨
堂
廻
例
會
　
六
月
十
七
臼
午
後
六
時
傘
よ
り
樂
友
會
館
に

於
て
開
催
、
三
浦
教
授
牧
教
授
以
下
拾
八
名
犬
の
講
演
あ
り
十
時

散
會
。

　
「
明
治
維
新
に
於
る
宮
滝
藩
に
就
て
　
　
　
加
藤
桜
皮
郎
君

　
一
賜
治
初
年
の
教
育
制
度
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
俊
乗
君

　
第
拾
二
回
例
會
九
月
滑
口
午
後
六
時
皐
よ
り
樂
友
會
館
に
て
開

會
。
「
三
浦
、
石
橋
、
牧
諸
教
授
以
下
姶
高
名
，
左
の
講
演
あ
・
り
、

＋
時
散
會
。

　
一
幕
末
に
於
け
る
百
姓
一
揆
の
一
考
察
　
　
松
岡
　
憲
…
君

　
一
明
治
初
年
に
於
け
る
外
國
貿
易
に
つ
い
て
罷
業
　
五
郎
雅

　
洛
北
岩
倉
村
史
蹟
訪
問
　
直
流
沿
日
午
後
一
時
掃
溜
柳
餐
蓼
加

糖
牧
敏
早
場
下
端
八
名
、
秋
雨
の
中
に
實
相
院
、
碧
倉
公
逡
蹟
保

　
　
　
　
　
　
餓
翌
丁
轟
ハ
総
　
　
第
　
號
　
　
　
一
蹴
ハ
悶
門

存
愈
を
訪
ひ
皆
勤
香
料
展
槻
、
會
員
相
互
の
親
睦
を
重
ね
て
四
時

過
ぎ
錦
着
散
會
。

　
第
二
同
ワ
公
開
講
演
　
　
十
一
月
十
六
日
か
†
後
謡
時
よ
り
糊
置
友
禽
欝
館

に
て
開
催
、
左
記
講
演
及
び
史
料
展
観
を
行
ふ
、
聴
衆
百
流
十
、

午
後
六
時
閉
會
、
後
晩
餐
を
共
に
し
食
後
漱
談
、
十
一
酵
散
曾
。

　
一
幕
末
思
想
の
｝
考
察
　
　
　
、
　
　
　
吉
田
　
三
郎
震

　
一
王
政
復
古
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
牧
　
健
二
君

　
一
幕
末
に
於
け
る
口
舌
佛
關
係
の
ご
考
察
　
大
塚
　
武
松
鱈

　
一
㎎
治
初
期
の
明
治
天
皇
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
　
鋼
行
君

　
　
囎
民
俗
學
研
究
愈

　
第
三
阿
晃
俗
調
査

　
場
所
　
愛
宕
郡
鞍
馬
貴
船

　
時
日
　
　
（
ハ
獄
月
中
↓
血
口

　
例
曹
　
七
月
～
日
午
後
六
時
孚
よ
り
百
萬
遍
か
ぎ
や
に
て
開
催

西
田
、
梅
原
先
生
以
下
十
九
名
繊
席
。
暫
時
孚
散
會
。

　
一
越
蘭
の
産
小
屋
に
つ
い
て
　
　
　
　
梅
原
末
治
先
生

　
一
鞍
馬
、
貴
船
民
俗
調
査
報
告

　
例
欝
　
ナ
封
七
日
午
後
六
時
孚
よ
O
稼
萬
遍
か
ぎ
や
に
て
開
催

（　16a　）



喜
田
、
酉
田
先
生
以
下
二
十
七
皆
皆
席
。
十
時
置
會
。

　
一
唾
の
話
・
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
頼
壽
氏

、
…
オ
シ
ラ
襟
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
漁
暑
m
川
貞
士
口
先
生

　
例
會
　
十
一
月
十
日
午
後
六
時
牟
よ
り
百
萬
遍
か
ぎ
や
に
て
開

催
。
禺
愚
者
、
西
田
、
金
關
先
生
以
下
三
十
二
名
。
十
時
散
會
。

　
一
岩
倉
の
火
祭

　
一
大
將
軍
祭

　
策
四
回
民
俗
調
査

　
場
所
　
愛
箸
郡
花
背
村
別
所

　
時
日
　
十
幅
月
十
五
日
、
十
六
日

　
例
曾

催
。　

一
呪
術
ミ
野
道

　
唱
鞍
馬
の
竹
伐

　
一
花
背
民
俗
調
査
報
告

三
宅
　
宗
悦
氏

向
居
淳
郎
氏

　
　
十
二
月
一
R
獲
干
後
六
峙
ぬ
＋
よ
り
甲
覇
道
い
遍
か
ギ
・
や
に
下
し
開

十
時
散
會
。
出
席
者
西
田
先
崖
以
下
二
十
名
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
三
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
肥
後
　
和
男
氏

報

會

華尺

　
　
　
　
愚
評
議
員
改
選

　
咋
年
十
一
月
本
馬
大
毒
に
當
り
會
則
に
よ
り
評
議
員
の
改
選
投

票
を
行
ひ
其
の
結
果
新
騨
議
員
ε
し
て
石
橋
五
郎
、
朋
田
亨
、
原

庭
園
、
濱
田
耕
作
、
西
田
直
二
郎
、
那
波
利
貞
、
中
村
直
勝
，
桑

原
陥
藏
、
矢
野
仁
一
、
三
浦
周
行
の
諸
氏
當
選
し
た
り
。

　
　
　
　
麟
寄
鱈
交
換
圖
書

史
墨
錐
誌
四
一
の
九
、
十
　
十
一

史
　
　
墨
　
九
の
二

民
俗
三
二
の
九
、
十
、
十
一

考
古
墨
雅
誌
　
廿
の
九
、
十
、
十
一

人
類
學
難
誌
　
四
五
の
九
、
聖
、
十
一

大
谷
學
報
　
十
一
の
三
、
四

國
史
學
　
四

歴
史
地
獺
補
　
五
六
の
三
、
…
四
、
五

伊
豫
史
壇

第
十
山
ハ
巻
　
　
第
［
號

　
　
史
　
　
學
　
　
會

　
　
三
田
史
學
會

　
　
民
　
俗
學
會

　
　
考
古
　
學
會

　
　
東
京
入
類
墨
會

　
大
谷
大
學
大
谷
墨
會

　
　
國
　
史
學
會

　
日
本
歴
史
地
理
墨
會

　
　
伊
豫
史
談
會

一
六
五
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藁
　
　
　
　
報

維．

Z
論
叢
珊
一
の
四
，
五
、
六

顯
眞
學
報
　
「

宗
學
研
究
　
「

史
　
　
肥
豆
の
一
、
二
、
四
の
六

國
學
院
村
誌
掛
六
の
＋
，
＋
一
、
＋
二

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
　
五
の
九
、
十
、

勢
陽
論
叢
　
一

刀
創
研
究
　
　
「
七
＝
　
b
　
一
七
悶
、

東
洋
陽
報
　
＋
八
の
四

史
跡
ε
美
術
　
一

史
學
研
究
　
二
の
二

青
托
學
叢
　
　
…
、
二

王
朝
教
育
史
資
料
（
春
川
作
樹
編
）

展
覧
臼
小

史
學
篠
志
二
の
三
、
渕

眞
宗
學
報
　
七

北
方
郷
土
　
「
の
一

　
　
　
　
纏
　
濟
學
魯

　
　
　
　
顯
眞
學
苑

　
　
大
谷
派
本
願
寺
宗
墾
院

　
　
　
　
立
教
大
三
三
三
三

　
　
　
　
國
學
院
大
學

　
　
十
一
塾
十
工

　
　
　
　
同
保
存
協
會

　
　
　
紳
宮
皇
學
館
研
究
室

一
七
六
　
　
南
　
　
入
　
　
澱

　
　
東
洋
協
會
學
術
調
査
部

　
　
　
　
史
跡
美
術
嗣
放
倉

　
　
　
　
廣
島
史
學
研
究
會

　
　
　
　
青
　
鼎
　
畢
　
會

　
　
　
　
長
　
崎
　
書
　
院

西
洋
史
講
話
（
箕
作
元
八
著
大
類
紳
補
訂
）

資
…
繹
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
佛
教
の
研
究
（
石
田
茂
作
著
）
東
洋
文
嘩

近
代
日
本
外
國
關
係
輿
（
田
保
橋
潔
著
）
　
　
　
刀
　
江
　
書
　
院

東
北
帝
國
大
弁
法
文
堺
町

　
　
　
南
京
中
國
史
墨
會

　
　
　
眞
宗
專
門
學
校

　
　
　
函
館
郷
土
機
甲
會

　
　
　
開
　
　
成
　
　
館

　
　
　
　
　
　
第
十
六
巻
　
　
節
｝
雛
碑
　
　
　
一
山
ハ
論
ハ

霊
南
民
族
調
査
報
告
　
　
　
國
立
中
山
大
器
語
原
歴
史
墨
研
究
所

…
切
申
又
丹
大
名
記
（
シ
ュ
タ
イ
ン
エ
ン
薯
、
士
鼠
出
小
五
郎
羅
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岡
出
書
唐

民
俗
學
の
話
（
ベ
ヤ
リ
ン
グ
、
グ
ウ
ル
ド
薯
、
今
泉
忠
義
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
岡
山
書
店

雑
誌
索
引
　
八

　
　
　
　
趣
一
員
動
静

　
　
　
　
團
入
　
　
會

埼
玉
縣
川
口
町
榮
町
北
三
丁
尉
｝
○
八
「
．

　
右
紹
介
肴
　
松
本
彦
吹
郎
氏

京
都
市
左
京
隔
浮
土
寺
馬
場
町
三
二

九
州
帝
國
大
盤
法
丈
墨
郁

下
戸
前
繁
松

石
川
利
三
郎
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
由
本
方
　
野
村
　
政
光
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
　
三
吉
氏

京
都
帝
國
大
儲
農
墨
部
農
林
縄
濟
墨
科
農
史
研
究
室

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
正
　
巌
氏

　
右
紹
介
者
　
島
田
貞
彦
氏

京
都
市
上
京
陣
北
白
川
西
町
一
三
四
　
　
　
　
　
河
鹿
　
靱
男
氏

　
右
紹
介
者
　
阪
倉
篤
太
郎
氏

　
　
　
　
幽
退
　
　
會

　
齋
藤
　
俊
次
　
若
成
久
治
郎
　
江
藤
　
三
民
　
小
津
清
左
衛
門

　
　
　
　
圏
死
　
　
亡

　
青
木
　
重
保
氏
　
　
佐
藤
　
一
雄
氏
　
　
魏
崎
光
次
郎
氏

右
謹
み
て
哀
悼
の
意
を
表
す
ハ
．
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